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1. はじめに 
 小・中学校、高校などの学校教育に対する要望は、年々多様で複雑なものになりつつあ
る。その背景には、子ども自身を取り巻く環境の変化や、グローバル化や少子高齢化、情
報技術の発展など、社会構造そのものが大きく変化していることが挙げられる。そこでは
子どもたちに求められる能力や資質の中身も変容し、それは同時に学校教育の担い手であ
る教員に必要とされる資質や能力にも影響を与えている。そもそも教育の担い手は、必ず
しも学校教育現場だけではない。保護者や地域、広くは社会全体で子どもを育てていくと
いう大きな器として教育に必要なことを考えていく視点を忘れてはならない。とはいえ、
教育の担い手の主として、教育課題の改善・克服に向けた要請は、学校教育や教員へ集中
しているのが現状である。  
 そのような実情をふまえて、本稿では、教員養成段階において、教員免許状の取得を目
指す学生に対して、どのような教育方法により、学生のどういった資質向上を図りうるの
かを検討したい。今回、研究の対象とするのは、亜細亜大学で 2013 年度からスタートし
た小学生のための無料学習塾「アジアの風塾」の取組みである。本活動が、学生にとって
どのような教育効果をもたらしたのかを、教育方法に着目して整理していきたい。  
 
2. 学校教育を取り巻く変化と教員養成改革  
 本題に入る前に、現在の国（文部科学省）の動きを中心として、学校教育全般に向けて
どのような要請がなされているのかを確認しておく。このことは、これからの教員に求め
られる資質・能力を考える上で、必ず配慮すべき点として重要な位置づけを担っているか
らでもある。  
 2015 年 12 月 21 日に中央教育審議会から３つの答申が示された。１つめは「チームと
しての学校の在り方と今後の改善方策について（答申）（中教審第 185 号）1」である。「チ
ーム学校」とは、校長がリーダーシップを発揮して学校のマネジメントを強化し、組織的
に学校の教育活動に取り組む体制を創り上げることを目指すものである。学校教育の場に
は教員のみではなく、心理カウンセラーや授業を支援する補助スタッフ、部活動等の専門
スタッフが介在し、それらの人々と連携したり、役割分担をしながら指導を充実させる意
図がある。さらに、このようなチーム学校という組織体制のもとで、教職員一人ひとりが
力を発揮できる環境の整備を図ることもねらいとしている。２つめは「新しい時代の教育
や地方創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について（答
申）（中教審 186 号）2」である。これは、子どもを取り巻く環境の変化や地域の教育力の
低下を背景に、これからの学校を地域創生の動きと連動させ、学校と地域のさらなる連携・
協働体制の構築を目指している。その取り組みの目玉が、学校と地域住民や保護者等が力
  
を合わせて学校の運営に取り組むことが可能なコミュニティー・スクールの推進である。
学校を下支えしている地域そのものの活力を、学校を核にしながら図ろうというものであ
る。答申の「はじめに」にもある通り、「社会総掛かりでの教育の実現を図るということで
あり、そのことを通じ、新たな地域社会を創り出し3」ていくということである。そして３
つめは「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について～学び合い、高め合う
教員育成コミュニティの構築に向けて～（答申）（中教審第 184 号）4」である。多様な学
校教育課題や社会的要請に対応できる教員として、その資質能力の向上のために、既存の
「研修・採用・養成」それぞれの段階において、その仕組みを見直し体制の強化が目指さ
れている。これら一連の答申は、学校教育の基盤となる体制を整え、複雑化・多様化した
課題を克服し、子どもに必要となる資質や能力を育む学校の役割をさらに充実させようと
いうものである。つまり一人の教員に求められる資質や能力は、より高度で実践的なもの
となり、教育課題の解決に向けた実効性のある対応の多くは、学校教育に委ねられたとも
いえる。 
 そのような背景から、大学等で行う教員養成の段階から、着々と力を積み上げられるカ
リキュラム、組織運営体制の見直しが、教員養成課程には強く求められるようになった。
そうした流れの中には、今般、慌ただしく準備が進む再課程認定も含まれる。再課程認定
では、既存の教員養成課程が一定の基準を満たすだけの組織、科目、担当教員を配置し、
運用しているかが審査される。もし内容が不十分なら、取り下げ勧告もありうるが、本来
この手続きによって全国の教員養成課程を全く同一の仕組みにさせようとするものではな
い。教職科目の中に「大学が独自に定める科目」として、何らかの特色ある内容を含める
こともできるし、地域や学校とどう連携して何を作り上げていくのかは、各現場に委ねら
れている。言い換えれば、それぞれの教員養成課程や教育現場が、教員の資質や能力の中
身を具体的にどう考えるのか次第で、それぞれの教員養成課程が目指すべき方向性は多少
なりとも特色を打ち出せるものとなろう。  
本稿では、このような問題意識を念頭において、将来教員として活躍するために必要な
資質・能力をどう考えるのか、さらに、学校教育の現場や教員の仕事を体験的に理解しな
がら、教育や教員の役割とは何かを考えていく教育ボランティアの教育方法と効果につい
て検討したい。 
 
3. これからの教師に求められる力と「学校ボランティア／学校インターンシップ」 
 学校教育を取り巻く様々な課題に応えられるだけの力を持った教員とはどのようなもの
であろうか。その手がかりを得るものとして、以下の調査に着目したい。  
（１）「教員の資質能力の向上に関する調査」の概要と結果 
①前章で取り上げた答申の公表に先立ち、文部科学省（以下、文科省）では 2015 年 4 月
に「教員の資質能力の向上に関する調査」が行われた5。本調査の概要は以下の通りである。  
〇調査の目的 
 教員の資質能力の向上の改善方策の検討に資するため、教員の養成・採用・研修全般に
わたる事項について、教育委員会及び大学の意識及び取組状況について調査する。  
〇調査時点 2015 年 4 月 
〇調査の対象 
  
 全都道府県教育委員会(47)、全指定都市教育委員会(20)、全中核市教育委員会(45)、教職
課程（幼少中高特支）を持つ大学(637)内訳:国立 74、公立 45、私立 518 
〇主な調査事項  
・計画的な教員育成の状況について  ・教員研修の充実等について 
・教員免許制度について       ・教育委員会と大学の連携協力の状況について  
・教職課程における取組について  
 
②教員養成段階において身につけるべき力  
 上記の結果から、本稿の内容と関係する部分として、「教職課程における取組について」
の中から何点かを紹介する。「教員養成段階において身につけるべき力」では、学校種別ご
とに教育委員会（以下、教委）と大学の教職課程（以下、大学）の回答が集計された【表
1】。中学校と高校の教諭として、ともに身につけるべき力の上位になったのは、「教員とし
ての心構え、熱意、識見」、「教科の専門的能力」、「主体的・協働的な学びを実現するため
の指導力」であった。つぎに下位の回答のうち、教委と大学の間で異なる意見だったのは、
中学校では教委が「発達障害など特別の支援を必要とする児童に対する指導」を、大学が
「実践的指導力」を重視している点である。また高校では「キャリア教育に関する指導力」
を、大学が「学習成果や活動を適切に評価する力」を重視している。教育委員会と大学の
教職課程の間では今後一層の連携・協力が求められるが、関心や問題意識には多少のずれ
が見られる。この背景には、学校現場では児童生徒を、大学では学生をどう育てるかにね
らいが置かれていることが考えられ、ともに向き合おうとする課題にずれが生じていると
思われる。これらの溝を埋めていこうとする努力が、今後の教育現場と大学との協力体制
の構築に欠かせないと思われる。 
 
【表 1】教員養成段階で身につけるべき力（中学校教諭）  
＜教育委員会の回答＞           ＜大学の回答＞  
 
（出典）註 4 報告書より抜粋  
 
  
③教職課程における科目の開設状況（学校ボランティア／学校インターンシップに着目し
て） 
 つぎに、「教職課程における科目の開設状況」を見てみる。大学での学校ボランティア／
学校インターンシップに関する科目の開設状況の集計結果では、小学校教諭養成課程が
63%、中学校教諭養成課程が 31%、高等学校教諭養成課程が 28%の割合で、科目を開設し
ている。まだ開設されていないが「今後実施する予定」と「今後実施したいと考えている」
では、小学校 27%、中学校 40%、高校 42%となる。教育委員会も大学も、実践力や現場感
覚を養うための活動として、学校ボランティアや学校インターンシップに注目しているこ
とがわかる。また本科目は、必修ではなく選択 1~2 単位の開設が現状では多い。 
 
④学校ボランティア／学校インターンシップの有効性、必修化、環境整備  
 最後に、調査結果から紹介するのは、「学校ボランティア／学校インターンシップの有効
性、必修化、環境整備」についてである。活動の有効性では、教委の回答から「有効であ
る」「どちらかというと有効である」を合わせると、小学校 100%、中学校 99%、高校 95%
となっている。一方、大学でも 96%であり、教委側も大学側もインターンシップやボラン
ティアを高く評価していることがわかる。ただし、必修化では教委と大学で意見が分かれ
る。「賛成である」「条件付きで賛成である」を合わせて、小学校 97%、中学校 97%、高校
92%であるが、大学は 58%となっており、かわりに「反対である」が 42%を占める。大学
からこれだけ反対の声が出るのは、その次の調査結果にある環境整備の点に由来すると考
えられる。大学が懸念しているのは、「訪問先の学校の確保」、「関係者間における情報の共
有」、「事務的な調整を行う大学のスタッフの確保」、「教育委員会や学校との連携協力体制
の確保」、「具体的なプログラムの策定」「学生と学校のマッチング」等々であった。また教
委側でも、環境整備の点では「学生の受け入れ先の学校の確保」、「大学において、事前事
後の指導をしっかり行うこと」、「学生の活動が学校に負担にならない実施方法の整備」等
を挙げる。教委と大学双方ともに有効性は認めながらも、現実の導入となると慎重な意見
が多く、実施運営や指導上の負担が増すとの予想が懸念材料となっている。 
 
（２）なぜ学校ボランティアや学校インターンシップが注目されるのか  
 以上の調査結果にも示された通り、学校ボランティアや学校インターンシップなどの活
動は、なぜ重視されつつあるのだろうか。これは企業のインターンシップなどにも同様の
ことが言えるが、このような活動を行うことによって、実際の現場での一つひとつの仕事
の役割、そこで必要とされる知識や思考力、対応力など、現場から吸収できることを身に
付け実践として役に立つ即戦力を培う一助となることが大きく期待されるからである。学
校ボランティアやインターンシップと既存の教育実習を合わせて行えれば、比較的長期に
渡り、継続的に学校での体験活動を行うことになり、より深く学校現場の実情（例えば校
務、部活動、学校行事、不登校児童や発達障害への支援など）を知ることができる。答申
でも、大学で学んだ理論と教育現場の実践の往還による実践的指導力の基礎の育成に有効
であることが述べられている6。すでに多くの大学は導入に踏み切っているが、現実にはこ
れをどのように実施し、実効性のある中身にしていくかが今後の運営上の課題ともいえる。 
4. 学校インターンシップの展開例～愛知教育大学を例に～  
  
（１）教師教養科目の再編  
 そこで、改めて学校ボランティアや学校インターンシップの活動に力を入れている愛知
教育大学（以下、愛教大）の実施例を検討してみたい。 
 愛教大は、卒業生の 74.5%（教員就職率全国 1 位）が教員に就職する教員養成をメイン
とした大学である。正規教員就職者数は 6 年連続全国 1 位を誇り、幼稚園から小学校、中
学校(12 教科)、高校(14 教科)、特別支援、養護すべての教員免許状が取得可能である7。ま
た 2017(平成 29)年度入学生よりスタートした教養科目の再編は注目に値する8。これまで
の教養科目の編成を大幅に見直し、「基礎教養科目(5~7 単位)」と「教師教養科目(10~12 単
位)」の二本立てに変更する。後者の教師教養科目は、さらに「①現代的教育課題対応科目
(6~8 単位)」と「②実践力育成科目(4 単位)」から成り、前者では、特別支援教育、発達障
害のある児童生徒理解、外国人児童生徒支援教育、危機管理科目9などを修得し、各 2 単位
すべて必修としている。後者では、初年次学校体験活動（必修 1 単位）、学校サポート活動
Ⅰ（必修 2 単位）、学校サポート活動Ⅱ、自然体験活動、多文化体験活動、企業体験活動
（４科目のうち選択必修 1 単位）となっている。とくにこちらはすべての体験活動が校外
で行われる。また必修科目なので一学年 700 名前後の学生が一斉に活動することや、相手
方との調整、視察等を考えると、その運営には相当な労力を要する。いずれにしても、教
養科目から教員養成を意識したカリキュラム編成ができることは、教員養成大学の強みで
あり、設置科目のどれもが新たな教育課題として重視されている内容ばかりである。とく
に愛知という場所柄、外国人児童生徒への支援教育に力を入れていることは特徴的である。
教員の資質向上、実践力育成の面からみれば、大変に力を入れたカリキュラムである。  
 
（２）学校サポート活動 
 さて、これらの新設科目群の中で「学校インターンシップ科目」に該当するのが、「学校
サポート活動」である。以下では、学校サポート活動の概略は次の通りである。 
愛知教育大学「学校サポート活動Ⅰ」実施要項（抜粋）     平成 27 年 12 月 24 日 
１ 趣旨 
 教員を志望する学生を対象に、県内を中心とした幼稚園、小学校、中学校、高等学校、
特別支援学校及び教育施設等でサポート活動する機会を設定し、子ども理解を深め、教職
への意欲を高めることを目的として、（中略）実施する。  
２ 対象者 2 年生で教員を目指す学生  
３ サポート活動先  
愛知県内を中心とした幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校及び教育施設等  
４ 実施期間等 
（１）実施期間  
 事前指導はサポート活動の一カ月前に行う。サポート活動先での活動は、9 月～12 月を
原則とする。（中略）事後指導は 1 月に行う。 
（２）活動時間及び回数 
 事前・事後指導を含め、原則 15 回とする。サポート活動先での活動は、3 時間×13 回
(39 時間)とする。5 回の活動終了後に指導教員は学生から中間報告を受け、指導助言を行
う。ただし、回数は、サポート活動先での要請や学生の希望により、これを超えても構わ
  
ない。時間は、週 1 回程度、（中略）他の曜日や 1 回あたり 3 時間以上でもよい。  
５ サポート活動内容  
 学級担任補助、教科指導補助、学校行事補助等の活動を行う。具体的な活動内容につい
ては、サポート活動先と相談のうえ決定する。  
＜サポート活動場面の例＞  
 ・学級活動、総合的な学習の時間や教科の授業  ・休み時間の遊びの企画・参加  
 ・給食、清掃等の当番活動  ・児童・生徒集会等の集会活動  
 ・運動会、体育大会、音楽会、学芸会等の学校行事  
 ・長期休業中に学校が自主的に計画する学習活動  
 ・部活動の補助（ただし、年間を通して部活動補助のみの活動は避ける）  
 ・授業準備や学級担任としての事務  ・不登校児童生徒への支援 
 ・発達障害等のある児童生徒への支援 ・特別支援学級、特別支援学校での支援  
 ・日本語教育指導での補助      ・土曜日の学習活動での補助  
 ・放課後子ども教室等での運営補助   等 
＜対象外の活動＞  
 ・学生単独での指導及び評価にかかわること  
 ・保護者への対応（常識的な挨拶等は可）  
 ・その他、サポート活動先の管理職（校長等）が対象外とする活動  
（以下、略）  
（出典）註 8 資料より抜粋  
 
 学校インターンシップ科目を必修化するにあたっては細かい取り決めを行い、基本的に
本活動は、週一回の実施日（水曜日後期午前中）に行う。大学では事前指導、中間報告、
事後指導の実施により、学生の活動を把握するため、活動先への訪問は行わないこととし
ている。成績評価は、報告書の提出により単位認定の可否を行うのみである。サポート活
動が実際にスタートするのは、再来年の 2018 年度（2017 年度入学生の 2 年次）であるが、
2015 年から教育現場とつながりのある特任教員が中心となって、活動先の 60 か所近くを
開拓し活動内容等のマッチングを行ってきたそうである。教員養成大学といえども本科目
の必修化には、実施運営に携わる適切な人材スタッフを配置し、然るべき準備をしなけれ
ば困難であることがよくわかる。  
 
（３）学校インターンシップの課題 
 愛教大以外の大学でも、すでに学校インターンシップを行っている大学は多く、その活
動成果や課題を挙げておく。一つは早い段階でインターンシップに行くことで、自分自身
の教師としての適性を考えることができ、結果として、インターンシップへの参加学生の
教員採用試験合格率は高いとの報告がある。ただし、学生個人の関心や意欲、モチベーシ
ョンには差があり、インターンシップがうまくいかずに教職への道を考え直した（進路変
更した）学生も出ている。適切な事前・事後指導が必要である。また、大学の教職科目で
も現場の問題意識を取り入れるなどして授業を改善していくこと、受け入れる学校側の体
制や指導力の充実が求められることも指摘されている10。 
  
 さらに 10 年以上前から学校インターンシップを実施している立命館大学の森田真樹氏
は「教職履修者の力量形成にとって必要なのは、「学校」での体験だけなのか」と主張する
11。例えば、学校での「総合的な学習の時間」の効果的なプログラムを開発したり、「チー
ム学校」への対応の仕方、社会とのネットワークを構築する力の育成などには、必ずしも
学校現場を見せることだけが有効とは限らない。現場体験の重要性を認識しつつも、学生
を学校へ行かせればよいとの発想だけではなく、学校以外の多様な社会的活動を学生時代
に経験させることも重要であるとの意見は説得力のあるものである。 
 
5. 教育ボランティアの活動例－亜細亜大学の取組み「アジアの風塾」を事例として－  
 さて、ここまでで教員の資質・能力の向上に関しては、教員養成改革の流れの中でも、
教育委員会と大学双方の間でも、学校や教育現場での体験が有効性を持つものと認識され
ていることを確認してきた。また現在、学校インターンシップを導入している大学の実施
状況からは、いくつかの課題や留意すべき点も明らかになっている。今後、学校インター
ンシップに類する科目を多くの大学が導入実施していくことになるだろう。しかしながら、
これらを教職科目として設置するためには、多くの課題がある。中教審の答申においても
「学校インターンシップについては、各学校種の教職課程の実情等を踏まえ，各教職課程
で一律に義務化するのではなく，各大学の判断により教職課程に位置付けられることとす
る。」12として、必修化を強制することは避けている。  
 以上のような状況をふまえて、本章以下では、これまでの学校インターンシップや学校
ボランティアとは異なるタイプの教育ボランティアについて取り上げる。先に森田が指摘
したように、教員としての資質・能力の向上は、学校での現場体験以外にも、それに近い
教育効果を発揮する活動がたくさん存在する。その一つとして、亜細亜大学の教職課程で
行ってきた「アジアの風塾」（以下、風塾）に関する取り組みを紹介し、検討したい。 
（１）アジアの風塾の活動の趣旨と内容  
 風塾の活動は、現・亜細亜大学学長の栗田充治氏が活動の枠組みを整え、2013 年 10 月
からスタートし、今年で 4 年目を迎える。風塾のねらいは、亜細亜大学の教職課程で学ぶ
学生が、小学生の自主的な学習活動の支援をすることにより、子どもたちとの関わり方や
教え方などを実践的に学ぶことにある。同時に、これを無償で行うことにより、近隣地域
の学校に通う子どもたちの教育を実質的にも手伝いたいとの思いから始まった。例えば、
塾に通いたくても通えない子どもや、自宅での時間を持て余している子どもなど、大学が
様々な子どもたちの受け皿になれれば、大学の地域貢献という点からも意味がある。この
ような教育活動を介して、近隣の学校や住民との関係性を構築していくことは、学生の学
びを豊かにする上でも重要なリソースとなる。  
 現在の風塾の概要を簡単に説明すると、まず支援の対象としているのは、大学近隣の 4
つの小学校（武蔵野市立桜野小学校、同立第二小学校、小金井市立第三小学校、同立東小
学校）の 3 年生以上の子どもたちである。前期(4 月)と後期(9 月)の二回に分けてそれぞれ
募集を行い、毎回 30~40 名程度の子どもたちを受け入れている。担当する学生は、教職を
履修する学生で前期は 3 年生、後期は 4 年生が中心になって運営を行っている。基本的に
は教育実習の事前事後指導の授業の一環として、現在は全員が参加する形をとっている。
前後期ともに 60 分間の全 10 回開催し、そこには教職課程専任教員が 1 名以上必ず付くよ
  
うにしている。4 年目を迎えた本活動では、これまでいくつかの変更を行ってきた。その
一つは、開始当初 90 分間だった学習時間を 60 分間に短縮し、残りの 30 分間はその日の
塾の反省点や子どもたちの様子で気づいたことなどを意見交換する検討会にしたことであ
る。とくにこの検討会では、子どもたちの勉強の進み具合やその日の様子などを「子ども
の情報共有シート」に記入させ、それをもとに次回以降の学習支援の仕方を考えられるよ
うに役立てている。また、風塾は学生と子どもの一対一で学習の面倒を見ることを理想と
していたが、現在は学生一人につき 2 人から 4 人程度を見るような形で落ち着いている。
担当する学生は毎週ローテーションで変わるため、先ほどの情報共有シートは、翌週以降
にその子どもを担当する学生が前回の様子を知る情報源としての意味合いもある。風塾の
時間配分は次の通りである。  
＜風塾当日の流れ＞  
時 間 活 動 内 容 
17:30 全員集合、リーダーは出欠確認。（5 限がある学生は終わり次第集合。）  
17:30~17:45 〔全員〕子どもたちを迎え入れる、席へ案内する。 
〔受付 2 名〕名札を渡す、名簿チェック  
17:45~18:45 学習活動の支援  
・子どもたちが持参した学校の宿題等の勉強を教える。 
・子どもの様子で気づいたことは適宜メモをとる。 
18:45~19:15 見送り、検討会  
・リーダー、副リーダーが司会進行役  
・メモをもとに子どもたちの様子や気づいたこと、対応に困ったことな
どを出し合う。出された内容を検討する。  
19:15 戸締り、解散  
（筆者作成）  
また、風塾が始まる前の事前指導では、以下の内容を中心に話をしている。  
＜学習支援の留意点＞ 
①一人ひとりの子どもの特徴を理解する  
回を重ねていくうちに、子どもたち一人ひとりの性格や得意、不得意などが見えてきま
す。その子の特徴が見え、どこでつまずいているのかがわかるようになると、その後の支
援もしやすくなります。今回は、便宜上クラスごとに担当日を割り振りました。可能であ
れば、ぜひ自分の担当日以外にも積極的に参加してください。子どもたちも前回教えてく
れたお兄さん、お姉さんを待っています。  
②学習環境の整備、私語への対応について  
徐々に慣れてくると、おしゃべりする子や騒ぎ出す子が出てきます。もし集中力が途切
れたり、勉強が終わってしまった子がいたら、今日の勉強の確認を一緒にしたり、別の問
題を出すなどして、とくに注意して見てあげてください。適切な学習環境が保たれるよう
に努めていきましょう。 
③小学校の参考書  
 課程室には、小学校用の参考書が準備されています。公式を忘れてしまったり、説明の
  
仕方に悩んだときは、どんどん活用してください。例えば算数の質問を受けたときに、独
自のやり方で解いてしまうのではなく、教科書で習う公式やそれまでの既習事項を確認し
ながら、教えてあげるようにしましょう。  
 
 こうした活動をすべて大学内で行うことには、メリットとデメリットもある。学生の様
子を確認しながら、必要なアドバイスや指導をその都度考えて行えることや、運営上の課
題などにもすぐに対応できる。大学としての負担はあるもののメリットの方が大きい。 
 
（２）風塾から学生が学んだこと  
 以下では、風塾の試みがどういう点で教員養成に活かせるのかを、実際に、風塾へ参加
した学生たちの声から検討していきたい。ここで検討の対象としたのは、2016 年度の前期
に風塾を担当した 3 年生が、活動終了後に提出した「風塾の活動を通して学んだこと」と
題するレポートである。意見の多かった内容や印象に残った内容について、学生の感想を
交えて風塾で何を学んだのか紹介していきたい。内容は大きく分けて①から⑦の項目に整
理した13。 
①教えることについて 
 学生の中には、塾講師や家庭教師など教えることに直結したアルバイトをしている者も
いるが、それ以外の学生にとっては、勉強を「教える」という経験そのものがそう多くは
ない。そのような中で多かったのは、「教えることについての漠然としたイメージが具体的
になった」という意見である。風塾は対象が小学生ということもあり、まず勉強に向かう
学習環境を整え、集中力を持続させるための工夫が要る。学生は、一人ひとりが自分の経
験や考え方、子どもたちの観察をもとに様々な支援の仕方を見出している。例えば、「イン
ターバル方式（短いノルマを課して終わったら 1 分休憩）」「目標をできるだけ細かく決め
る」「じゃんけんするなど競い合わせながら」「一人ひとりを観察して全て教えるのではな
く答えを導くサポートをする」「勉強と遊びを区別する」「相手が理解できているかを子ど
もの気持ちを第一に考える」などのように、「いかにその子のやる気と集中力を工夫により
引き出すか」について、自分なりの答えを見つけて対応している。このようにして学生た
ちが自分なりの工夫を見出すために、行ったことは相手をよく観察することである。“教え
る”とは、自分の持っている何かを相手にわかるように伝えることだが、その根底には相手
を知り、理解することがまずなければならない。そうでなければ、相手に合った教え方は
見つからない。風塾の活動を通して、子どもたちの特徴とそれに見合った関わり方を探し、
実践しようとしている様子がわかる。 
 
②子どもの理解について 
 上の内容と関連して、「風塾の意味は、勉強を教える事よりも、子どもと接することで子
どもを知ることにある」との感想があった。学生が感じた子どもの姿は、「真剣さ、素直さ、
純粋に勉強したいという気持ち、なぜを知りたがる好奇心や向上心」を持っている姿とし
て映った。それは当初、学生が思い描いていた子どものイメージとは異なるもので、実際
に接することで、さあこの子たちにどう向き合おうかというきっかけを与えるものになっ
ている。とくに小学生は、中学生や高校生以上に素直で手加減なくぶつかってくる。普段
  
から真面目で優等生な学生ほど、自分の殻を破れず、「馴染めない」、「子どもとの付き合い
方が難しい」という感想がある。注意して押さえつけてしまえば表面的には改善するかも
しれないが、中には反抗する子どもたちもいる。思い通りにいかないことを一旦受け入れ、
自分自身がどう目の前の子どもたちに関わるのかを自分なりに考えることが大切である。
他にも学生は、子どもたちが、勉強に向かい始めたときの驚異的な集中力と関心がないと
きや集中力が切れたときとの落差を身に染みて実感している。それゆえ「生徒の表情や行
動を見て、どんな生徒か、どんな教え方をすれば興味・関心を持ってくれるのか、生徒一
人ひとりに対応しながら教えていくこと」を学んでいる。  
 
③発達段階について 
 ある学生は教育実習や風塾以外の教育ボランティアに参加して、小学生、中学生、高校
生のすべてを教えた経験をふまえて、発達段階の違いを自分なりにまとめている。 
 コミュニケーションの取り方  主体的な学習を促す指導 
小学生 集中力が少ない。すぐにおしゃべ
りが始まる。分からないことは子
どもから質問することが多い。  
常に子どもを観察し、学習を促す積極的な
声がけを行う。 
楽しく学習することに重点を置く。  
中学生 分からない問題があっても、子ど
もからは質問することが少ない。 
相手をよく見てこちらからの気づきが必
要。自分の興味のある事柄との関連を示す。 
高校生 授業に集中する。  
間違いを恐れ、積極的に発言する
機会が少なくなる。  
こちらから発言を促す。 
将来や自分の未来との関連を示すと興味を
持たせやすい。  
 （レポート内容をもとに筆者作成）  
この学生が、上記のように整理したのは、それぞれの段階での子どもたちとの関わり方
を意識的に考えてきた結果である。実際に関わり合いを持つことで、自分の経験として、
子どもを理解している。 
 
④叱り方、注意の仕方について  
 子どもたちの集中力が切れ、一人の子が話し始めると、そのまわりの子も手を止めて、
おしゃべりに乗り出す。席を立ち上がり他の子にちょっかいを出す子も出てくる。収拾の
つかなくなった教室を元通りに戻すために、学生たちが手をこまねく場面は多々見受けら
れた。こうした点について学生からは、「けじめをしっかりと付ける教え方」、「ある程度距
離を保ち、いけないことはしっかりと叱らなければ教育に結びつかない」、「注意するには
威厳を保つ」、「注意した後に子どもたちのやる気を勉強に向けさせるやり方に悩んだ」な
どの感想がでている。同様のことは、教育実習生を終えた学生からもよく聞かれる。実習
中にうまく注意することができなかった、難しかったという声である。叱るということは、
自分の怒りを相手にぶつけ、ただ怒鳴り散らせばよいというものではない。また相手を自
分の意のままにコントロールするために行うものではない。相手への誠意や愛情があって
初めてできることである。そのような感覚を身につけて相手と向き合うためには、子ども
たちとの関係性を築くことが必要であり、それには多少時間がかかる。「うまく叱ることが
  
できなかった」という感想は、子どもたちとどう向き合うべきか考える契機になっている
発言だといえる。 
 
⑤アドバイスの仕方、学習環境について 
 自分の行動や発言によって何かが変われば、そこにはやりがいと責任感を感じる。学生
の感想にも次のようなものがある。「自分がアドバイスしたことを翌週には実践してくれ
たことに感動した。また、教える立場に立つということの責任も知った。例え大学生でも、
その子にとっては先生や先輩であり、良くも悪くも影響を与える」、「教師は大変としか思
えなかったが、子どもが理解して嬉しそうな顔をみてからは、何とかわかってもらいたい
と思うようになった。」といった感想はそれを示している。  
また学習環境については、学生の感想の中に興味深い内容があったので紹介したい。こ
れまで風塾では教室がうるさくなり過ぎたときに、教室を二つに分けて席替えを行った。
中学年と高学年の教室を離し、友人同士でおしゃべりする子どもたちの席を離した。その
結果、教室は静かになったが、それについて触れている感想がある。「必ずしも静かな環境
が最適ではない。子どもから「テスト中みたいに静かすぎて、わからないところがあって
も先生に質問する雰囲気じゃない、質問できない」と言われ、静かにさえすれば集中でき
る良い環境が出来るという考えを改めさせられた。」という。その学生はそこから「クラス
の状況や生徒の反応をしっかりと見極めて、それに対応した環境をつくるのも教師の役目」
との結論に至っている。教育が子ども一人ひとりの特性や状況に応じて柔軟に対応すべき
ことを考えている内容である。 
 
⑥リーダーとしての役割について 
 つぎに風塾のまとめ役としてリーダー、副リーダーになった学生からの感想である。「活
動の運営や方向性をみんなと共有する大切さや方法を知った。方針やスタンスを決めてか
ら行なうことで全体としての統一感が出た」、「自分たちで運営している責任が問われる活
動だった。子どものために何ができ、それをどう実行していくのか、試行錯誤する貴重な
経験になった」、「塾が終わってからも議論が続き、小学生がいなくても小学生のために何
ができるかを真剣に考えた時間は教師になった時の良い予習になった」などである。  
 実際の学校でも、校務分掌などのように役割分担したり、教員同士が協力し合って運営
することは多くある。一人ひとりの教師としての役割を果たすと同時に、協力し合って作
り上げる力はとても大切である。リーダー役となった一部の学生は、そのような機会を疑
似的に体験することにつながっている。 
 
⑦教師としての姿勢について  
学生からは、純粋に楽しかったという声も多く聞かれたのだが、本節の最後に、教師と
しての姿勢に関わることを述べている感想を紹介する。「小学校中学年から高学年の自主
学習を助ける風塾は、私にとって大変なものであった。なぜなら教えることに自信がなか
ったからだ。（子どもたちの持ってきた課題は）私もわからないことがあったが、分かる問
題もあった。わからないことに恥じたが、何でもかんでも知っている人はいないし、いて
も数人であろうとも思った。できることはやる、できないことはできる人に任そうと思っ
  
た。（中略）いかに楽しむか、学ぶ姿勢を持つかが一番大切である。私の知らないことを子
どもたちは知っていて、私に知識をくれた。生徒と教師の相互の学びがあってこそ、教育
は成り立つ。教師が自我のプライドによって受け入れられないことが多くなれば、生徒も
教師も本当の信頼関係は生まれない。もっと自分と向き合い続けたいと思った。」この学生
が言うように、知ったふりをして取り繕うよりは、わからないことを認めて、得意な人の
協力を仰ぐことや、苦手範囲を小さくするための努力を惜しまないことは大切である。  
 
（３）参加した子どもたちからの声 
補足になるが、風塾に参加した子どもたちの声を紹介したい。感想を記入してもらった
のは 2016 年度前期の最終回となる日で、この日はちょうど『大学探検』という企画を行
ったため、その感想を書いた子が大半である。小学生にとって、大学は決して身近なもの
ではないため、探検と称して大学内の様々な施設（教室、図書館、食堂など）やクラブ活
動、留学のことなどを見て回ったことが、とても印象に残ったようである。それについて
の一人の子どもの感想である。「（原文ママ）最後の校内たんけんは、とてもよい経験をも
らった。留学がどんなものなのかを少人数で教えてもらうことでよりくわしく知ることが
できた。とてもいいことを教えてくれた。こういう学習が未来へつながっていくのだと考
えると、とてもありがたい気持ちになった。（中略）また 10 年後このようなことがあった
ら、アジア大学に入って教えられる側じゃなくて教える側になりたい。」この感想を書いた
子は、じつはとても対応に苦慮した子であった。歩き回って他の子にちょっかいを出した
り、なかなか集中して勉強に向かうことができない。しかし本当にその子自身の興味や関
心と内容がかみ合った時、大きく成長するチャンスが生まれることを実感した。  
 
6. 風塾の活動の教育的効果 
 風塾は、大学生を学校現場に送り出して学校ボランティアや学校インターンシップを行
うのではなく、子どもたちを大学に招いて、そこで学生が学習活動の支援をする形態をと
る。学校インターンシップのように学校現場で教師の仕事を直接観察し体験するわけでは
ないが、教育の役割や子どもとの関わり、教え学ぶことの意味など、活動体験の中から教
育という仕事に携わる上での問題意識をもつことに結びついている。また風塾には、「ボラ
ンティア学習」のもつ効果も有効に働いているといえる。広くボランティア活動は、社会
や人との関係性を重視して行われる。このことからボランティア活動によって、社会との
つながりや自己の社会における役割を認識することができ教育的な効果があるとされる。
活動に際して、事前学習やふり返りを繰り返し行うことで、学生のセルフ・エスティーム
を高めたりシティズンシップを涵養する学びとなる14。風塾の活動は、こうした視点から
もその教育的効果を認められると考えられる。  
 風塾に関する今後の課題は、学校との連携・協力関係をより強化することである。風塾
の運営は大学が中心となって行っているため、学校には募集告知の案内配布をお願いして
いるのみである。例えば風塾の活動を介して、各学校との間で教育活動に関する情報共有
や意見交換を行う機会が得られればさらによい。また現在は小学生を対象としているが、
中学生や高校生まで対象を広げることも選択肢の一つである。学生が生徒との関わり方を
学ぶ面では、今とは違った学習効果が期待できる。多くの課題を残すものの、より学生に
  
とっても子どもたちにとっても充実した学びの場となるように改善を図る必要がある。 
 
7. むすびにかえて 
 本稿では、教員養成改革の現状と学校インターンシップの導入、そして教育ボランティ
アの活動例として「アジアの風塾」を取り上げてきた。学校の役割や教員の仕事が多様化
する現状では、早い段階で実践力を磨く手段として、学校現場での体験は有効だろう。し
かし、一方で「待つ教育」も必要である。保育が専門の本吉園子氏は「不親切保育」をす
すめる15。ただし、「見通しをもった不親切保育」である。「一方的にレールを敷き最短距離
を走らせ、子どもの欲求や発想を無視し、必要観を持たせることなく大人の考えた目標に
早く、しかもできるだけ困難を感じさせずに到達させることがよい」と考えるのか、そし
て、「何かを指導して”できた”ことを評価するのと、自分から”する”という子どもに育てた
いのか」、この教育観の違いからくる教育内容や方法がどのように異なるのかを解き明か
している。昨今の教育が、成果や実績を急ぐあまりに、最短距離を走らせる教育になって
いる側面があることを否めない。しかし、急激な社会の変化に対応する必要性から、そう
ならざるを得ない面もある。教員養成も同じであり、そこにどのような方法を取り入れ実
践していくかは、「教育をどう考え」、「どのような教員を育てたいのか」についての見通し
を持つところから始まるのではないかと考える。教師に必要な資質・能力は、決して一つ
ではない。また、あらかじめ答えが準備されているものでもない。現代の社会、学校、子
どもたちと向き合う中で考えていくものである。そのことについて問い直す作業を続けな
がら、教員養成課程における必要なカリキュラムとは何かを具体化していきたい。  
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